
防災行政無線の更新

多機能の防災情報システムを構築するため、デジタル化に
よる更新を行いたい。
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【
Ｑ
１
】

　

更
新
に
よ
っ
て
ど
の
よ

う
に
変
わ
る
の
か
。

【
Ａ
１
】

　

放
送
機
能
の
ほ
か
、
デ

ジ
タ
ル
化
に
よ
る
防
災
情

報
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
よ

り
防
災
情
報
を
文
字
で
も

伝
達
で
き
、
現
場
か
ら
対

策
本
部
へ
画
像
を
伝
送
す

る
な
ど
双
方
向
の
情
報
伝

達
も
可
能
に
な
る
。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

【
Ｑ
２
】

　

現
在
の
戸
別
受
信
機
は

使
え
る
か
。

【
Ａ
２
】

　

使
用
で
き
な
く
な
る
。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

【
Ｑ
３
】

　

更
新
時
の
戸
別
受
信
機

の
取
扱
い
は
ど
う
す
る
の

か
。

【
Ａ
３
】

　

今
後
、
構
築
す
る
シ
ス

テ
ム
に
よ
っ
て
は
、
本
町

の
防
災
情
報
を
メ
ー
ル
で

町
内
外
の
方
に
発
信
し
た

り
、
固
定
電
話
に
自
動
音

声
を
流
す
な
ど
、
戸
別
受

信
機
の
代
替
機
能
を
装
備

す
る
こ
と
が
可
能
と
考
え

る
が
、
一
定
の
ニ
ー
ズ
が

あ
る
も
の
と
思
わ
れ
、希
望

者
へ
の
斡
旋
を
検
討
す
る
。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

【
Ｑ
４
】

　

更
新
す
る
理
由
は
。

【
Ａ
４
】

　

20
年
が
経
過
し
、
老
朽

化
に
よ
る
故
障
な
ど
が
生

じ
て
い
る
う
え
、
ア
ナ
ロ

グ
方
式
で
の
放
送
免
許
が

数
年
内
に
廃
止
と
な
る
見

込
み
で
、
デ
ジ
タ
ル
化
へ

の
更
新
は
必
須
で
あ
る
。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

【
Ｑ
５
】

　

今
年
、
計
画
と
い
う
こ

と
だ
が
、
こ
の
事
業
は
い

つ
開
始
し
、
い
つ
完
了
の

予
定
か
。

【
Ａ
５
】

　

29
年
度
、
調
査
・
設
計
。

30
年
度
に
改
修
工
事
に
入

り
、
年
度
内
に
完
了
で
き

る
よ
う
進
め
て
行
く
。

【
Ｑ
１
】

　

防
災
情
報
メ
ー
ル
を
、

熊
野
町
と
し
て
発
信
す
る

予
定
は
あ
る
か
。

　

注
意
報
・
警
報
・
災
害

時
の
道
路
状
況
・
公
共
交

通
機
関
の
運
行
状
況
な

ど
、
防
災
無
線
で
は
、
伝

え
き
れ
な
い
正
確
な
情
報

を
、
行
政
が
発
信
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

【
Ａ
１
】

　

気
象
情
報
は
、
広
島
県

の
防
災
情
報
メ
ー
ル
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
に
つ
い
て
、

交
通
情
報
や
道
路
規
制
情

報
な
ど
に
つ
い
て
は
、
広

島
県
の
防
災
に
関
す
る

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
広
島

県
防
災
Ｗ
ｅ
ｂ
」
で
得
ら

れ
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、

積
極
的
に
広
報
を
行
っ
て

い
く
。

　

ま
た
、
町
に
お
い
て
も
、

台
風
等
の
気
象
情
報
や
周

辺
道
路
の
通
行
止
め
な
ど

の
情
報
に
つ
い
て
、
防
災

行
政
無
線
等
を
通
じ
た
周

知
に
引
き
続
き
努
め
る
。

防災情報メールを熊野町として発信する予定は

県のメールサービス等を積極的に広報し、町としては防災無線で対応する。
A 〈町長〉
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【
Ｑ
１
】

　

川
角
交
差
点
か
ら
熊
中

方
向
に
向
か
う
町
道
の
歩

道
は
、
す
れ
違
い
も
困
難

な
ほ
ど
狭
い
が
、
改
善
策

は
と
れ
な
い
か
。

【
Ａ
１
】

　

沿
道
に
家
屋
が
立
ち
並

び
、
道
路
改
良
は
困
難
だ

が
、
熊
野
北
農
道
と
の
交

差
点
を
改
良
し
歩
行
者
の

滞
留
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
る
。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

【
Ｑ
２
】

　

付
近
の
通
学
路
を
変
更

し
て
い
る
が
、
生
徒
に
徹

底
し
、定
着
し
て
い
る
か
。

【
Ａ
２
】

　

自
転
車
通
学
の
生
徒
に

は
、入
学
時
に
指
導
を
行
っ

て
い
る
。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

【
Ｑ
３
】

　

中
学
生
の
自
転
車
通
学

マ
ナ
ー
が
悪
い
と
い
っ
た

住
民
の
声
を
聞
く
が
、
交

通
安
全
や
マ
ナ
ー
の
教
育
・

指
導
は
ど
の
よ
う
に
な
さ

れ
て
い
る
か
。

【
Ａ
３
】

　

年
度
当
初
、
全
学
年
を

対
象
に
交
通
安
全
教
室
を

実
施
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
１
年
生
に
は
自

転
車
教
室
を
開
き
、
乗
車

前
点
検
や
正
し
い
乗
り
方

の
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

【
Ｑ
４
】

　

登
下
校
の
安
全
確
保
の

た
め
、
通
学
路
に
防
犯
カ

メ
ラ
を
設
置
し
て
は
。

【
Ａ
４
】

　

早
急
に
設
置
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
る
が
、
他
の

自
治
体
の
事
例
を
参
考
に

検
討
し
た
い
。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

【
Ｑ
５
】

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
等
か
ら
出
さ
れ

る
通
学
路
の
整
備
要
望
へ

の
対
応
は
。

【
Ａ
５
】

　

平
成
26
年
に
策
定
し
た

通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
沿
っ
て
、
関
係
機

関
が
連
携
し
て
対
策
を

行
っ
て
い
る
。

通学路の安全対策は

町道改良やドライバーに注意を促すカラー舗装のほか、交通
ルールの指導徹底、安全意識啓発などの対策を図る。

Q

A 〈教育部長〉
民法 正則議員

安 心
安 全

【
Ｑ
１
】

　

農
業
振
興
策
に
つ
い
て
、

行
政
と
し
て
農
業
を
ど
の

よ
う
に
位
置
づ
け
て
い
る

か
。

【
Ａ
１
】

　

農
家
数
や
耕
作
地
面
積

は
、減
少
の
一
途
を
た
ど
っ

て
い
る
。
農
業
は
、
農
作

物
の
供
給
の
ほ
か
、
水
源

涵
養
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
、
教
育
、
あ
る
い
は
体

験
の
場
、
自
然
環
境
の
保

全
な
ど
有
益
性
の
高
い
多

面
的
機
能
を
有
し
て
い
る

の
で
、
農
業
委
員
会
や
関

係
団
体
と
連
携
し
、
類
似

自
治
体
の
事
例
も
参
考
に

し
な
が
ら
農
業
生
産
基
盤

の
強
化
に
資
す
る
取
り
組

み
を
引
き
続
き
進
め
る
。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

【
Ｑ
２
】

　

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

「
ほ
と
ん
ど
満
足
し
て
な

い
」
と
の
回
答
で
あ
る

が
、
こ
れ
か
ら
の
農
業
形

態
の
あ
る
べ
き
方
向
性
に

つ
い
て

　【
Ａ
２
】

　

町
、
農
業
委
員
会
で
は
、

地
域
が
抱
え
る
「
人
と
農

地
」
の
課
題
解
決
に
対
し
、

地
域
の
方
た
ち
が
自
発
的

に
農
地
の
集
積
化
、
集
約

化
、
農
地
中
間
管
理
機
構

等
の
利
用
に
向
け
て
知
恵

を
出
し
合
う
こ
と
に
よ
り
、

将
来
に
向
け
た
道
筋
が
開

け
て
ゆ
く
も
の
と
考
え
て

い
る
。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

【
Ｑ
３
】

　

農
家
か
ら
の
相
談
や
施

策
の
周
知
徹
底
を
積
極
的

に
。

【
Ａ
３
】

　

農
業
委
員
会
の
改
革
に

よ
り
、
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
が
積
極
的
に
現

場
に
出
向
い
て
、悩
み
、不

安
な
ど
の
相
談
に
乗
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

農業振興策の推進状況は

農業の持つ多様な機能や役割を再認識しつつ、県及び農業
委員会と連携を図りながら農業振興方策を検討していく。

Q

A 〈町長〉
立花 慶三議員

農 業

▲ 屋外拡声局

▲ 遊休農地利用

か
ん 

よ
う


